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論文内容要旨
 【目的遇
 前立腺肥大症(BPH)と前立腺癌(PC)において,その生物学的意義が注目されている女性
 ホルモン代謝を検討した。
 K方法と結果】
 es七rogenreceptor(ER),progesteronereceptor(PR),及びes七rogen産出酵素である
 aromatase(arom)の発現を免疫組織化学的に検討し,組織内のarom活性を3H-waむer法によ
 り測定した。aromは,PCでは28例中19例(67.9%)で腫瘍間質細胞のみにその発現が認めら
 れ,腫瘍細胞は全例で陰性であった。腫瘍分化度でのarom発現の違いは見られなかった。BPH
 では,間質細胞のみに19例中18例(94.7%)にその発現が認められた。ERは,PCの間質細胞
 で26例中4例(16%)に認められ,BPHでは全例で陰性であった。
 PRは,BPHとPC共に上皮細胞,間質細胞で広汎に発現していた。arom活性はBPH,PC共
 に認められ,両者間で統計学的有意差はなかった。
 【結論還
 BPH,PC組織の間質細胞に存在するaromの存在を免疫組織学的に証明し,同一組織のarom
 活性を測定する事によって,これらの組織でのaromの局在と活性を明らかにした。この事から,
 aromにより血中のandrogenからestrogenが局所で産出され,この局所で産生されたestrogen
 がBPH,PCの生物学的動態にパラクライン又はオートクライン的に関与している可能性が示唆
 された。
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 審査結果の要旨
 前立腺肥大症(BPH)と前立腺癌(PC)は性ステロイド依存性病変として知られており,そ
 の発生頻度は近年本邦で増加している。BPH,PCの発生と維持に,esむrogenを中心とする女性
 ホルモンが重要な作用をしている可能性が強いことが報告され,その生物学的作用が注目されて
 いる。
 estrogenは,血中のandrogenから転換酵素のaromatase(arom)によって生成される。前
 立腺組織でのestrogenの生成については見解の一致を見ておらず,BPHあるいはPC組織での
 女性ホルモン代謝についてはほとんど知られていない。
 以上より,本研究ではPC26例と,BPH19例を対象とし,estrogenreceptor(ER),proges一
 七eronereceptor(PR),aromの発現を免疫組織化学的に検討し,又aromの活性を3H-wa七er
 法により測定した。aromはPCではのべ28例中19例(67.9%)で腫瘍闘質細胞のみにその発
 現が認められ,腫瘍細胞では全例で陰性であった。腫瘍分化度でのarom発現の違いは見られな
 かった。BPHでは間質細胞のみに19例中18例(94.7%)その発現が認められた。ERはPCの
 間質細胞で26例中4例(16%)に認められ,BPHでは全例で陰性であった。また,PCの症例
 のBPH部分で1例のみにERが間質細胞に認められた。PRはBPH,PC共に上皮細胞,間質細
 胞で広汎に発現していた。arom活性はBPH,PC共に認められ,両者闇で統計学的有意差はな
 かった。
 以上,本研究成績よりBPH,PC組織の間質細胞に存在するaromにより血中のandrogenか
 らestrogenが局所で産出され,この局所で産生されたestrogenがBPH,PCの生物学的動態に
 paracrine又はautocrine的に関与している可能性が示唆され,学位論文に価する内容を持つと
 考えられる。
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